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協働で進める郷土の恵みの森づくり

深沢で大杉までの道をつくる

　

　今年度も協働で進める恵みの森づく

りが始まりました。第１回目の整備箇

所は深沢で、新規の整備になります。

ここでの見どころは、以前深沢で整備

した「山抱きの大カシ」に匹敵するほ

どの魅力ある大杉「千年の契杉」です。

　このスギはもともと地元の人には知

られており、森林レンジャー１年目の

ときにこの存在を教えてもらいました。

古い作業道を進み、なかなか大杉の姿

を確認することはできないのですが、

突然その大きな存在に気づかされます。

このスギは幹が２又にわかれているの

ですが、枝と幹が途中で癒合して H の

ような形をしています。

　事前に地元と西多摩マウンテンバイ

ク友の会の方々が整備する道順を確保

していただいたおかげで、今回からの

作業は順調に進みました。5/18 のサ

ポートレンジャー参加の整備は、深沢

の方々の熱意と作業スケジュールの段

取りのおかげで手際よく整備を進める

ことが出来ました。この日は主に道づ

くりと橋の補強を行ないました。もと

もとあった古い作業道は狭かったり、

斜めだったりするので、少し広げて平

らにする作業を行ないました。そして、

沢に設置していた蛇腹管をみんなで

引っ張り出して撤去し、事前整備で設

置していた丸太橋の補強を行ないまし

た。現時点で、大杉までの道程の 1/3

ぐらいまで整備が終了しました。

2/22 の下見の様子。古い丸太橋は
朽ちてしまっています。

作業前にみんなで挨拶。
今日の作業手順を確認します。

つるはしと唐鍬で道づくり。
竹の根は固くて作業が大変です。

丸太橋の設置作業。手すりの補強の
ために筋交いを行います。

今回の見どころ「千年の契杉」
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↑ 健全に芽吹いたクリの木
　  ちなみに巻いているネットはシカよけネット

↑ クリの株元から不定芽が出芽
　  頂端には芽が確認されず


